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プログラミングの入門に適した，支援システムとコースデザイン

長 慎 也† 日 野 孝 昭† 前 島 真 一†

小田嶋 祐介† 佐々木 康太朗† 筧 捷 彦†

プログラミング学習における支援システムを開発し，Java を用いたプログラミングの入門の授業
において実践した事例を報告する．授業を行うにあたり，次のような点を重点的に実践した．まず，
アニメーションなどの，興味の持てるプログラムを作らせること，次に，最初はプログラムとして書
くべきことを少なくし，学習の発展に従い段階的に複雑なプログラムも書けるようにすること，また，
ネットワーク教材を活用し，学習状況を把握したりたりすること，などである．この試みは 2003 年
から行っているが，その年は，学習内容が進むにつれてそれまでの学習内容との違いに戸惑いを感じ
る学生が多かったなどの問題点があった．そこで，2003 年までの学習環境，コースデザインに改良
を加え，2004 年度のプログラミング授業に再び適用した．

Environments and Course Designs for Introduction of Programming

Shinya CHO,† Takaaki HINO,† Shin’ichi MAESHIMA,†
Yusuke ODASHIMA,† Kotaro SASAKI†

and Katsuhiko KAKEHI †

We designed environments and courses for programming lessons. We mainly focused on
three points: First, making attractive program such as animations. Second, starting with
simple programs and progressing gradually to more sophisticated programs. And last, using
network-based materials to grasp how students have studied. This practice is started from
2003. In that year, however, some students had several troubles as the lesson progressed. We
have improved the learning environments and the course design of the lesson. In 2004, we
applied them in the programming lesson again.

1. これまでの取り組み

我々はこれまで，早稲田大学コンピュータ・ネット

ワーク学科（以下，CS学科）の，プログラミング入

門授業（以下，単に授業）にとって適切な支援環境と

それらを使ったコースデザインを開発実践してきた．

2003 年度に行われた授業において，開発，利用し

た環境と，コースデザインの概要を示す．

1.1 Nigari System

Nigari System1)は，プログラミング言語Nigariと，

その環境Nigari System から構成される．図 1にNi-

gari System の動作画面を示す．言語 Nigari と環境

Nigari Systemは，次のような特徴をもつ．

• 簡素化した言語仕様 言語 Nigariは，その文法が

Java に似ているが，クラス宣言，メソッド宣言
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は書く必要がない．簡素化した言語によって，初

学者にとってとっつきやすく，それでいて実用的

な言語への前準備ができるような学習環境になっ

ている．

• 可視化機能 Nigari Systemは，オブジェクトを画

面上に配置し，そのオブジェクトの動作を記述す

るという手順で開発を行う．オブジェクトは，そ

のプログラムに従って実行され，オブジェクトの

もつ値に応じて画像が表示され，値の変化が自動

的にアニメーションとして表示される．この機能

により，魅力的な出力を生成でき，学習者の興味

を惹くことができる．また，画面上にオブジェク

トを画像として表示させることで，オブジェクト

の存在を認識させ，オブジェクト指向の考え方の

基盤を作り上げることができる．

1.2 ネットワーク教材

　授業においては，各学生が貸与されたノート PC

を持ち込み，演習を行う形式をとる．このため教材を

1
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図 1 Nigari System の動作画面

すべて PC上からアクセスできるようにした．詳細を

次に示す．

• Web教科書 すべての教材をWebから閲覧可能

にして，この教材に従って毎回の授業をすすめた．

• Web 演習問題解答システム　Web 教科書の合

間に，現在学習している内容についての小問（穴

埋め問題など）を入れることで，授業中には，つ

ねに手を動かしてもらい，学習者を退屈させない

ようにした．

• ネットワーク経由でのプログラム提出　上で述べ
た穴埋め形式の小問の他に，プログラムを書かせ

る形の演習問題も出題した．この演習問題を解く

際に，Nigari System で実行したプログラムを，

Nigari Systemから直接提出できるようにした．

1.3 コースデザイン

　授業においては，授業全体の前半ではNigari Sys-

temを使い，そのあと Javaに移行する，という順番

で授業を行った．

Nigari Systemを用いた前半部分には，演習問題と

してアニメーションを作成させるような問題も取り入

れ，興味の持てる成果物を作らせるようにした．

2. 2003年度の結果と課題

2003 年度における授業においては，次のような結

果が得られた．

2.1 Nigari System

授業で使用したときの状況をまとめると，Nigari

System には，次のような有用性および，問題点が明

らかになった．

• 可視化機能　学習者の興味を惹くために非常に
有用であった．しかし，表示されたものを「オブ

ジェクト」として捉えるための機能としては貧弱

であり，さらに詳細な情報を表示させる仕組みが

必要である．特に配列を表示する機能がなく，配

列をNigari Systemを使って教えることができな

かった．

• 簡素な言語仕様　難しい点を意識しないでプログ
ラムが書け，言語Nigariを使っている時点までは

わかりやすいとの好評を得ることができた．しか

し，やがて Java に移行するに従い，学生のとっ

て Nigari の魅力がうすれてきた．これは，Java

に移行した瞬間に書くことが多くなり，突然難し

くなって戸惑いを覚えたという学生が多かったた

めであると考えられる．

2.2 コースデザイン

　Nigari Systemと Javaでは，まったく環境が異っ

ていたため，Java に移行したときに，代入や制御構

造の仕組みなどをもう一回教える必要があった．そ

のため，授業時間にゆとりがなくなり，後半は授業が

速くなったため，あまり理解ができなかった学生が多

かった．

2.3 ネットワーク教材

教材自体はおおむね好評であったが，プログラムを

提出する機能においては，そのプログラムに関する説

明文と，プログラムの実行結果を付加する機能がなく，

レポートの体裁を整える訓練ができなかった．

2.4 学習項目別にみた課題

変数の概念，if 文，while 文などの制御構造を Ni-

gari Systemで学ぶことについては，学生から比較的

よい評価が得られたが，次の項目については，Nigari

Systemを使うことがかえって弊害になったという意

見が目立った．

• 配列 配列は Nigari Systemでは可視化すること

ができず，Javaに移行してからしか教えなかった

ため難しいと感じる学生がいた．

• メソッドNigariと Javaでは，メソッドの宣言の仕

方がかなり異なるため，戸惑った学生が多かった．

3. 2004年度の取り組み

2004 年度は，前年度の反省を踏まえ，環境および

コースデザインの改良を行い，再び CS学科の授業で

適用する実験を行った．

3.1 プログラミング学習システム N-Java

ここでは，Nigari Systemを元に改良された学習シ

ステムN-Javaを紹介する．N-Javaの動作画面を図 2

に示す．

Nigari Systemから追加された主な機能は次の 2つ
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図 2 N-Java の動作画面

である．これらの機能を順次紹介する．

• 4レベルエディタ

• モデル表示
3.1.1 4レベルエディタ

2003年度の授業では， Nigari と Javaの 2つの言

語を使用したが，その 2つの言語の間に大きな差があ

り，Java に移行したときに戸惑いを覚えた学生が多

かった．そこで，N-Javaは，まず，Nigariと Javaの

両方を実行できるようにし，さらに学習が進展するに

従い，プログラムの書き方を段階的に変化させられる

よう，つぎの 4つの段階（レベル）を設けた．

• レベル 1　このレベルでは，図 3のようなNigari

のプログラムを記述する．Nigari は，変数宣言，

クラス宣言，メソッド宣言はすべて不要で，手続

きのみを記述すればよい．

• レベル 2 　これ以降のレベルでは，Javaのプロ

グラムを記述する．レベル 1と異なり，変数宣言

が必要となるが，クラスやメソッドの宣言は自動

生成される．レベル 2では，エディタの形状が変

化し，「変数宣言」と，「メインルーチン」の 2 つ

の編集部分が現れる．エディタに図 4の左側で示

したプログラムを入力すると，図の右側に示した

Javaのプログラムが自動生成される．

• レベル 3　レベル 3では，再び編集部分は１つに

まとまるが，レベル 2に加え，メソッドの宣言も

書く必要がある．図 5の左側のプログラムを記述

すると，右側のプログラムが自動生成される．

• レベル 4　図 6のように，クラス宣言を含めた，

Javaプログラム全体を入力する必要がある．

N-Javaは，レベル 2 以降で Java のプログラムを

実行する際には，現在エディタ上に表示されているク

図 3 レベル 1

図 4 レベル 2

ラスのインスタンスを作成し，そのインスタンスの

run メソッドを呼び出して実行を行う．JDK と異な

り，mainメソッドから実行が始まるわけではない．

3.1.2 モデル表示

Nigari Systemの可視化機能は，オブジェクトの存

在を意識させ，オブジェクト指向の基礎を学ばせると

いう目的をもっていたが，単に画像が表示されただけ

では，オブジェクトのもつ変数がどのような状態で，

他のオブジェクトとどのような関係をもっているか，

あるいは配列の要素にどのような値をもっているか，

などということを詳しく把握できなかった．そこで，
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図 5 レベル 3

図 6 レベル 4

図 7 モデル表示機能

N-Javaでは，オブジェクトや配列のデータ構造（こ

れらをモデルと呼ぶ）を表示するモデル表示機能を用

意した．モデル表示の例を図 7に示す．

• 変数表示 オブジェクトのもつすべての変数の内

容を，文字情報として表示する．

• 配列表示 配列の中身をすべて表示する．
• 参照関係表示 あるオブジェクト（配列を含む）が
他のオブジェクトを参照している場合は，それら

を矢印で表示する．

また，従来の Nigari System と同様に画像のみを

使ったアニメーションだけを表示させたい場合は，モ

デルを非表示にすることも可能である．

3.1.3 実 装

N-Javaは Java（JDK1.4以降）で実装されている．

Nigariのプログラムは独自の仮想機械を用いて実行す

る．また，Javaのプログラムは，実行中のオブジェク

トの情報を捕捉するために，Java Platform Debugger

Architecture2) を用いて実行している．

3.2 ネットワーク教材

ネットワーク教材の改善点は，レポート作成機能を

追加した点である．

プログラムリストを伴う課題を提出する際に，プロ

グラムそのものだけでなく一緒に文章を書き込めるよ

うにした．これにより，プログラムの解説や，実行例

の添付も可能になり，プログラミングに対する理解度

を詳細に知ることができるようになった．

なお，レポートの作成はWebにて行うため，Nigari

Systemにはあった，プログラミング環境から直接プ

ログラムを提出する機能はなくなったが，学生の作成

したプログラムを調査し，学習状況を把握するために，

PCがネットワークに接続されている場合には，学生

の作ったプログラムを，専用のサーバに自動的にアッ

プロードする機能を N-Javaに搭載した．（アップロー

ドされた内容は非公開）

3.3 コースデザイン

新しい学習環境に合わせ，コースデザインも前年度

と比べて若干変更を行った．

3.3.1 概 要

• 授業名 プログラミング A

• 対象学科・学年 早稲田大学理工学部，コンピュー
タネットワーク工学科（CS学科）1年

• 目標 Java言語とプログラミングの基礎の習得

• 期間，回数 2004年 4月 12～同年 7月 5日，12回

• 一回あたりの授業時間 2時限（約 3時間）

• 人数 約 240人

• クラス構成 3クラスに分かれて授業．授業用資料

や課題は担当教員により異なる．クラス分けは希

望調査により決めた．希望もれはなかった．

• 教科書 「Java 言語プログラミングレッスン

（上）」3)

• 試験 クラス試験，共通試験 1 回ずつ．クラス試

験はクラスによって内容が異なる．共通試験は，

Webを用いて行った．

• 授業形態 各自ノートパソコン持参，授業 1 回ご

とに，説明を受け，演習を行う．毎回 2，3 題程

度（合計 22題）のレポートを出題．

第 1，2クラスは初心者クラス（ただし，プログラ

ミング経験者も含む），第 3 クラスは中級者クラス

とした．第 1クラスでは，N-Javaを利用した授業を

行った．
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3.4 授業の詳細

各授業の詳細は次の通りである．参考として，2003

年の授業計画と比較して図 8に示す．

一部の項目について，補足説明をしておく．

• 「いろいろな値」 値の型についての概念，文字
列型，整数型，実数型の特徴，代入の互換性など．

ただし，変数の宣言については触れていない．

• 「問題集」数値計算（モンテカルロ法，ニュート
ン法など）の演習問題．

• 「レポート解説」 これまで出した課題の中で特
に難しかったものについて，ヒントとなるような

練習問題の出題．

• 「JDK」N-Javaではなく，JDKを直接使う演習．

• 「デバッグ」 わざと間違ったプログラムを提示
し，修正をさせる演習．

2003年度においては，第 8回まではNigari System

を使用，第 9回から Javaへ移行した．その際に，制

御構造などを Javaに合わせた格好で再度学習させた

が，2004 年度においてはこの部分は省略した．代わ

りに問題集，解説等の項目を増やした．

3.4.1 レベル別学習項目

学習内容にあわせて，N-Javaの 4レベルエディタ

のレベルを次のように変化させた．

• レベル 1は，「問題集」まで使用．変数，制御構造

の基礎を学ばせるのに使った．

• レベル 2 は，「変数の宣言と変数の型」から「レ

ポート解説」まで使用．変数宣言を伴うプログラ

ムを作成させるのに使った

• レベル 3は，メソッドを学習させるのに使った．

• レベル 4 は，あまり使用しなかった．JDKを学

習するにあたり，今までN-Javaのプログラムと，

実際の Javaプログラムとの対比をさせる程度に

とどめた．

4. 結 果

4.1 アンケート結果

この授業に対するアンケート調査を行った．ここで

は，「良かった点」「悪かった点」について報告する．

4.1.1 授業の良かった点

学生が答えた，授業の良かった点を図 9に挙げる．

まず，圧倒的に，授業のわかりやすさが支持された

が，N-Javaを用いたことによる良さを評価した学生

も 16人いた．そのうち， 4レベルエディタを使った

ことが良かったという意見が 7件，アニメーションが

表示されて面白いという意見が 2件であったしかしな

がら，モデル表示機能に関する評価はまったく見られ

項目 人数

授業がわかりやすい 26

N-Javaが良かった 16

（4レベルエディタ） (7)

（アニメーション表示） (2)

（その他） (7)

TAによるサポートが良かった 7

Web教材が良かった 5

その他 8

図 9 アンケート:この授業の良かった点

項目 人数

レポートが多い 10

レポートの解説が足りない 6

レポートが難しい 6

授業のスピードが速い 5

授業が難しい 4

N-Javaより JDKを使いたかった 3

Web教材に不満 3

その他 7

図 10 アンケート:この授業の悪かった点

なかった．

4.1.2 授業の悪かった点

学生が答えた，授業の悪かった点を図 10に挙げる．

ほとんどの学生が，授業や課題の難易度，速さに関

する不満を述べた．

2003年では，Nigariから Javaへの移行が遅い，Ni-

gariから Java になったときに戸惑ったなど，環境の

移行に関する不満が 10件ほどあったのに対し，2004

年度では，N-Javaにより，JDKを使う機会が減った

という意見がわずか 3件あっただけで，環境の移行に

関する不満はあまり見当たらなかった．

4.1.3 4レベルエディタにおけるレベル間移行

アンケート項目には，4レベルエディタにおいて「レ

ベル 1から 2に移行したときに戸惑いがあったか」「2

から 3に移行したときはどうか」という設問を設けた．

これらの設問の結果および，2003 年度のアンケート

にあった「Nigariから Javaに移行したときに戸惑い

があったか」という設問の結果を図 11に示す．

この結果によれば，レベル 1から 2，つまり変数宣

言を行うようになった時点ではあまり戸惑いを感じる

ことなく移行できたが，レベル 2 から 3，つまりメ

ソッドを定義するようになった時点では，約半数の学

生が戸惑いを感じた，この割合は，2003 年度におい

て，Nigariからいきなり Javaに移行したときと同じ
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回 2004年度 2003年度

1 講義概要 講義概要

2 N-Java基本操作 PC基本操作

3 変数/ いろいろな値 Nigari基本操作

4 while文/ if文 (1) 変数 /while文 (1)

5 if文 (2)/ 問題集 while文 (2)/if 文 (1)

6 問題集 / 変数宣言と変数の型 if文 (2)

7 配列 複数のオブジェクト/マルチスレッド

8 オブジェクト メソッド / オブジェクトの実行時生成

9 レポート解説 (※) Javaの概要 / 変数の宣言 / if文 (3) / while文 (3)

10 メソッドとローカル変数 制御構造/メソッド/文字列

11 メソッドの復習 配列 / コマンドライン引数 / 並べ換え

12 JDK/ デバッグ 並べ換え（つづき） / 文字入力

図 8 授業内容

戸惑いなし 戸惑いあり

レベル 1 →2 76% 24%

レベル 2 →3 52% 48%

Nigari→Java 48% 52%

図 11 アンケート:移行したときに戸惑いがあったか

件数 ポイント

エディタ 23 9.5

コンパイル／実行ボタン 43 21.4

アニメーション表示 33 16.0

オブジェクト表示 40 15.7

配列表示 44 22.3

図 12 アンケート:便利な機能

程度の戸惑いであると推測される．

4.1.4 便利な機能はどれか

N-Javaについて，便利な機能はどれか，という質

問（複数回答可）に対する結果を図 12に示す．図中

の「件数」は，その項目が選ばれた個数，「ポイント」

は，学生 1人あたりの持ち点を 1点とし，その学生が

選んだすべての項目に対して均等に加点を行った合計

である．（例えば，ある学生が 2 つの項目を選んだ場

合，それら 2項目に 0.5 点ずつが加点される）

N-Javaは，コンパイル，実行がすぐにできること

と，配列が表示されることが，特に便利な機能である

という結果になった．

4.2 成 績

全体の成績は，平常点，クラス別期末テスト，共通

テストを用いて決めた．共通テストは，第 1，第 2，第

3クラスすべての学生に出題され，プログラムや文章

の一部を選択肢または自由記入によって穴埋めするテ

クラス 平均点

1 47.2

2 58.8

3 61.9

図 13 共通テストのクラス別平均点

ストである．

共通テストの結果を図 4.2に示す．このように，第

1クラスの平均点は，他のクラスより低い，という結

果になった．

5. 考 察

5.1 コースデザイン

前回に比べて，授業計画にゆとりをもたせることが

できた．これは，最初から最後まで N-Javaという 1

つのアプリケーションを利用するため，学生が途中で

新たに操作方法を習得する必要がなく，4レベルエディ

タのレベルの切り替えによるレベル間の違いにそれほ

ど戸惑いがなかったためと考えられる．

しかしながら，それでも学生の多くが授業の分量や

速度について，多すぎる，速すぎるといった意見をもっ

た．これは，後半の配列やメソッドなどの概念が予想

外に高度であり，またそれらを応用した問題の難易度

が高かったためと考えられる．

5.2 N-Javaを利用する

アンケートの自由記入欄（4.1.1）によれば，4レベ

ルエディタによって段階的に変える方法はよいという

評価が多く得られた．

また，便利な機能についてのアンケート（4.1.4）で

は，配列の表示がされることがもっとも評価され，ア
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ニメーション表示や，オブジェクトの値の表示は，配

列の表示ほどではなかったが，これは，去年ほどアニ

メーションの作成を積極的に授業に盛り込んでいない

ことや，授業のなかでオブジェクトの概念がそれほど

必要でなかったことなどが原因として考えられる．

5.3 ネットワーク教材

ネットワーク教材の改善により，学生のプログラム

を見るだけでなく，解説や実行例を載せることで，学

生の学習態度を知ることができた．

例えば，解答の中には，解説がほとんど載っていな

い，掲載されているプログラムを実行しても実行例の

とおりにならない，といった解答が見受けられた．こ

のように，プログラムのできの問題以前に，レポート

の書き方が不十分であるといった，学生の問題点を見

つけることも可能になった．

また，N-Javaから送られてきた学生のプログラム

を記録し，学生が理解できていない点を解析すること

も可能になった．その結果は 6にて後述する．

ただ，レポートの採点をするための仕組みには問題

があった．採点を行った後，再提出の必要があった学

生がレポートを修正した場合には再採点をする必要が

あるが，修正があったかどうかを知る手段がなく，定

期的に再提出者をすべて調べなければならなかった．

6. 学生の行動からみる，授業の改善点

今回，N-Javaを利用したクラス（第 1クラス）の

共通試験の成績が低かった理由を探るため，提出され

たレポートや，N-Javaから送信されたプログラムの

履歴を解析する試みを行った．

学生が特に難しいと感じた項目に，配列とメソッド

が挙げられる．これらの教え方について，問題点を抽

出してみた．

6.1 配列の問題点

配列の学習において，次のような学生の行動が目

立った．

• 配列を使わない
そもそも，配列を使わないでも解ける問題という

ものがあり，十分意義が伝わらない場合があった．

例えば，配列の問題として典型的な「入力した値

を配列に入れ，配列要素の合計・最大値を求める」

といった問題は，入力した数値を逐一処理するこ

とで，配列を使わないでも，同一の目標が達成で

きてしまう．

また，配列を使うべき問題でも，要素数の最大が

わかっている場合，配列でない変数をその数だけ

用意してしまう（例：a[0] . . . a[9] の代わりに

for (j=0 ; j<10 ;j++) {
if (j==b[i]) a[j]=n;

}

図 14 配列の添字の適切でない使い方

a0 . . . a9 を 10個用意する）学生がいた．　

　この問題の対処法としては，配列の要素数を可

変にさせる，例えば，要素の個数を最初に入力し

た数値により決定する，といった方法がある．

• 配列の添字の使い方が不十分
例えば，図 14 のように，a[b[i]]=n; と書く代

わりに，ループ使った非効率な処理を行っている

学生がかなり見られた．

この原因としては，初歩的な例においては， a[i]

という，添字内に変数を単独に書く例があまりに

多いため，a[i+1]や a[b[i]] といった，添字に

任意の式が書けるということに気づいていない学

生が多かったためであると考えられる．

6.2 メソッドの問題点

例えば，図 15のような問題に対して，図 16，図 17

のような解答を行う学生が多かった．図 16では，値

を返すことなく，メソッドの内部で結果を標準出力に

表示してしまっている．また，図 17では，値を返す

代わりにインスタンス変数に代入してしまっている．

さらに，いずれの解答も，本来変更すべきでない run

メソッドに変更を施してしまっている．しかも最大の

問題は，プログラム全体としては，正解とまったく同

じ動作をしてしまう点である．

このような解答が行われた背景には，次のような要

因があると考えられる．

• インスタンス変数をすでに知ってしまっている
N-Javaでは，インスタンス変数を利用しないと，

その値が可視化されない．そのため，ローカル変

数は授業であまり利用せず，ローカル変数はメソッ

ドを習った時点で導入した．

しかし，インスタンス変数を利用すれば，値を渡

したり，値を返したりすることも可能である．上

で示した例のように，誤った解答でも正しい出力

が得られるのだから，という理由からか，ローカ

ル変数や，値を返す仕組みの必要性が感じられな

かったものとみられる．

• メソッドの存在意義がわからない
そもそも，なぜメソッドを作成するのかがわから

ない，という学生が多かった．その理由は，プロ

グラムが小規模であるため，わざわざメソッドに
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public void run () {
System.out.println(repeat("abc",3));

}
public String repeat(String a,int b) {
// この部分を埋め，aを b回連結した

// 文字列を返すようにせよ．

}

図 15 メソッドの演習問題の例

public void run () {
repeat("abc",3);

}
public void repeat(String a,int b) {
for(int c=0;c<b;c++)

System.out.print(a);

}

図 16 メソッドに関する誤解 1

String buf;int c;

public void run() {
repeat("abc",3);

System.out.println(buf);

}
public void repeat(String a,int b) {
for(c=0;c<b;c++)

buf+=a;

}

図 17 メソッドに関する誤解 2

しても恩恵が得られない，という点である．

また，メソッドを自分で作って自分で使うため，定

義と使う部分が分けられている，という意識がで

きなくて，メソッド本来の意義が実感できなかっ

たものと考えられる．

6.3 その他の問題点

他にも，レポートの解答結果を実際に実行してみた

ところ，実行が正しく行われない，という例がかなり

見られた．

主な理由は，特定の入力（特に，レポートの説明時

に例示された入力）しか考慮しておらず，それ以外の

入力があった場合の事態を想定していない，という点

である．

例えば，図 18のプログラムは，配列 aの要素の最

for (i=0 ; i<a.length-1 ;i++)

if (a[i]>a[i-1]) max=a[i];

図 18 特定の入力にしか使えないプログラム

大値を変数 maxに代入するつもりのプログラムである

が，このプログラムは配列 aの最後の要素が最大値を

もつ場合のみ正しく動作し，それ以外では正しく動作

しない．

このように，たまたま正常に動作する入力だけを試

して，正しく動作する，と結論づけているレポートが

多かった．

これを防止するには，実行例，入力例を複数提示し，

提示されたすべての入力に対応するプログラムを作る

ことを徹底させる必要がある．

7. 今後の展望

プログラミング学習のための環境として，N-Java

およびWeb等のネットワーク教材を利用した事例を

報告した．

授業の進度（レベル）に合わせて，プログラムに書く

べきことを変化させたり，データ構造を可視化したり

することにより，Nigariという簡単な言語から，Java

という複雑な言語への導入を去年と比べて，スムーズ

に進めることができた．

しかし，メソッドや配列など，初学者にとっては高

度な概念については，教え方，環境の改善が必要であ

る．今後は，問題例や実行例を充実させたり，学生が

起しがちな誤解，間違いに対して早期発見と早期対処

を行えるような環境を整備したりするこを目指す．

参 考 文 献

1) 長慎也, 甲斐宗徳, 川合晶, 日野孝昭, 前島真一,

筧捷彦: プログラミング環境 Nigari - 初学者が
Java を習うまでの案内役, 情報処理学会論文誌：
プログラミング, Vol. 45, No. SIG9, pp. 25–46

(2004).

2) Sun Microsystems: Java Platform Debugger

Architecture.

http://java.sun.com/products/jpda/.

3) 結城浩: Java言語プログラミングレッスン (上),

ソフトバンク パブリッシング (1999).

研究会Temp
テキストボックス

研究会Temp
テキストボックス
－16－



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




